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（i的）

　･リソ･レの助蔭獅某に嘲する研究^ I 7二･ ふり報か洛みられるが，/^回唯トモ弔ラ

フィ勧札ヽ靭果的かりソ少[Z ワいマ無線照吽: ぎるパラソル-f節の済度分布乞側蔵A^-^

X.乞試みた．同時に試料の材質に乱ヽての珈牲面やら＼肺討む行なvvよ') 効果的心･!' 7

ソ･レ＼-っいマ比較膀討りJ Vﾗこ^ をい卜-t 3 ．

〔力恨〕

　試斜■!i I T S穣財噴，糸密度，厚九　カバーファクタ‥ﾉえ射寺ぺ透皿苧なビの勇レく俣

な:3 尤のか私ヽた．（麻一自・亀綿ボイ･レー白■ 黒，si蕃地,ニ重一表白庸■ 裏婦幕，

銀銘) 各試料のﾉえ射寺・逢遠寺乞側皐し，試料の透遠叙f.・吸薦輦と溥出した，万一モ

スク浪崖 ■かモクヽラアイ1^印ヽ興縁釧似'^ f ? 牟下の屋胤15i僕しゑ直蒼量こ吸気f.

^フ哨普乞男参しtz.

（希巣）

　1. 牟下の湿度＼-i，-白ボハレン,t木A )レ〉自森〉煮麻〉楯集地〉ごま〉犀箔の唄マつ試

料別痩姐差曼y: 同一の結果忿濤だ.

　Z。命表面温度^i，漣幕〉ぎ,私> s I

刻吸叙量心司－の結果を得凪

　３、酵丿獅果の高ﾚヽパラソル^ V マ哺　が<' ' ファクタ<n 大j^fい黒色,のま過蓼胤仏にぎ

い4) の^'<産{ 1 いる. 亀3 が白,裏ま鴨黒,の二i. <r>もの淳一層効果妨であ否.

B 68　　　　　　　　　　　　祷舟予I!?- 。､堰具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ烏-4-大家辿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水f? 上- 与志､子

　g 的　寝f-- iり老人あi いit寝f-. きり耳n｡^ a 場会、寝具、= よっT 耳体め一却匹刄遂i.

受n 血液刈^理八%く与るfc 得庫M-’各生tる. 裾玲子片用、寝a が｀色々ヒ開発!れてI >る

のT . 被服衛t学。見地iり考究tるため＼-.t. .Iti行、ft。

　戈法　1. 変態調4:：現状呼販tfi～-t い石祷疹予防寝具の種衰とそこ･ヽ特徴、寝たきリt く

の捧舟発生■**'麗とその予ね i式.　２､捧嘉予夥用寝具（4謹）ヒ末姉わた. ぢりエステル綿

の枚辞比敵（m 気.f生,透－性. 吸水速度. 揚水株。保;£ 碓.含瓦量)　3.屎什^ I--よi,傲

生聊め増殖試｀験　4. 羞用実､咳'.実､綻用寝具( ぢ涜）I- 就寝レ. 霧海'^ か発部位で函i 仏骨

却、肩牌－都の温度、涅度i.就寝に　4 . 8 時間接に剰定する。汚肇用綿布を寝衣l・紬付

I. . 舶記部タの一般和裁。真菌の姥* 及ぴ｀a' -f-s 剥定する。仙骨都, 肩岬骨部の寝具に

よる衣服圧i 測定tる。

　舶堰　I.同一却の刄進iさけi ため、エアマうト俘拉丿禎やマッサ- ジも學、慣形マヽJ*

Iヽレス( S問め湿g. 拡fit. 餌取如果), 吸Hi?,号をｔ つ層状寝具( 良

種の寝一具グヽ間発μみら･れる．寝たき') 衆人のIk n μ才以上i>＼ %.人

の発t^ ，よ在宅看護i一々< みられる．　　2. il,気辺，4ね貧的な鼻翼

肩
／
や
余

め乾通知1 ) なら｀約4o

約3 /.i 占める。褐痛

% きく. ii ノ"一身^ 呼

材の工夫r.よる三- 層構造I- 良-Jr?なも(?) μみられ吸濃紺、-A ;£'I*は大差なく保－!生t 満足*

廉る 3.屎/=t羞による微生物0 :^ ^ li ネ絆わr-. に々くみら･れた. び量･? 仏骨却、腰i? が

-I 月?骨苛iりりい.　4.．tt寝時寝床温度11寝具?･』ぞみ高3 t、温度9 % ・差i. 示し＆。

寝* l，よる衣臓器rt 仙骨却μ肩岬骨靭より高く寝具内でij 2&~ 3?（－吻)a. 1(S生P< みI, *ぺた

ｇ


